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1 本報告書は、市道社小学校線道路改良事業に伴い、倉吉市教育委員会が、鳥取県倉吉市盟分寺字下前回・雑シ畑に

おいて笑施した、埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2 調査体制は次のような組織・編制である。

識変主体倉吉市教育委員会

事務局倉台市教育委員会文化課

人出洋太郎(教育長 14年3月まで) 福光純一(教育長 14年6月から)

景山 敏(教育次長) 呉国康幸(文化課長)

藤井 晃(文化課課長補佐兼文化財係長 13年度) 佐々木英郎(文化課課長補佐兼文化財係長 14年度)

藤井敬子(文化財係主任)

根鈴智津子(文化財係主任)

縄本智刻(文化財係主事 13年度)

同平拓也(文化財係主事)

調査裕助員 山根雅美・松田恵子(13年度)

内務補助員金図版子(13年度)

森下哲哉(文化財係主任)

加藤誠司(文化財係主事)

山崎 晶子(文化財係主事)

内務3受理泉美智子・世浪由美子・山本錦・前坂英樹・湯浅 1専・明虫干秋(13年度)

松嶋あっ子・竹歳 暁子(13・14年度)

遠藤美佳・大)11 京子・大西利恵・関 美幸・沼口小代子・戸田めぐみ・村援みゆき・森木恵子(14年度)

3 現地調査は間平が担当した。本書の執筆は調査員が討議し、間平が行った。

4 第2図(地形図)は、国土地理院発行の 1: 25，∞0地形図[倉吉Jの一部を複製・加筆した0
5 挿図中の方伎は国土座標第V座標系の北を指す。

6 遺物に付した記号・番号は、本文・挿図・図版で統ーした。

7 認査によって得られた資料は、倉吉市教育委員会が保管している。
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I 発掘調査に至る経過

平成12年11月、倉吉市建設部建設諜から市道社小学校線改良工事に伴い、埋蔵文化財の有無について照会が

あった。討会頭は、現国分寺集落の南東端を沿うように延びる農道を'1届3mから'1'話12mに拡幅するものである O 計

画地は史跡始者国分寺跡から南東に約100m、イEl者回分寺跡などが所在する丘i凌とその南東に広がる平野部との

傾斜変換点にあたり、現況は水田と熔であった。市教育委員会文化認で現地を踏査した結果、計岡地およびその

周辺に遺物散布が認められたため、試掘・確認調査の必要があると題答した。

平成13年5月から圏・県の補助を受け試掘・確認、調査を開始した。一部のトレンチからは多量に遺物が出土し

遺跡、の存在は想定されるものの、間辺の水田耕作と訴j査時期が重なったため各トレンチから湧水が激しく、

の有無、遺跡範囲の確認は不可能な状況であった。そのため、水田耕作が終了する秋から追加調査を行い判断す

る事にした。平成13年11月から実施した追加調査では、 i持と考えられる落ち込みを確認し、遺跡の存在が明らか

になった。遺物の出土状況などから、開発範囲の約北半分が遺跡の範圏に含まれると判断された。

建設課との協議の結果、道路法線・工法は変更不可能であり、周辺住民の早期着工の要望もあったため試掘調

査に引き続き発掘調査を実施することとした。調査は倉吉市教育委員会文化課が主体となり、平成13年11月12日

から平成14年1月9日まで実施した。

業・報告書;作成は平成14年度に行った。

は850rがで、あった。平成13年度は現地認査のみを実施し、整理作

第 11~J 下請B3遺跡調査註位置凶
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位置と歴史的環境E 

シ焔に所在する O 倉吉市の閣を流れ1午前田遺跡は、倉吉市街地から西へ約3km、倉吉市国分寺字下前田・

る悶JffJlI左岸の平野部から、その酋に広がる通称久米ヶ涼丘陵の端部に立地する O 当遺跡の周辺は数多く

が知られ、部分的なものも含め発掘諦査が行われた遺跡も多い。 以下、第2屈を中心に周辺の様相を述べる。

でナイフ型石器なとマが出土しているが遺構はまだ未検出である O 縄文時代には(7) !日石器時代で{ま

丘陵上を中心に落し穴が検出された遺跡、が増えている O 中でも中尾遺跡では84基もの落し穴が検出されている O

でも落し穴が検出されている O 弥生時代、前期の遺構は中尾遺跡また、微高地上に位置する河原毛田遺跡、 (19)

イキス遺跡で土墳墓群が検出されている。中期になで鹿内貯議穴をもっ平地式住居と、竪穴式住居がl棟ずつ、

など丘陵部を中心に集落が営まれるようになる。 f麦芽]ると、中峯遺跡(4 )・福田寺遺跡 1次・ 3次 (20・21)

には大などがある。また、四王寺山山( 2 ) になるとさらに集落の数は増加し遠藤谷峯遺捗(1)・白

谷後ロ谷土産丘慕(3 )・三度発墳正墓・柴架墳正墓などの墳丘墓がつくられる O 古墳時代の集落{土中峯遺跡・宮

i左岸の徴高地上に東伯香など丘陵上で知られている O 前期の首長壌では(12) (14)・ノ

地方で最古級の首長墳といわれる陸分寺古墳(13・前方後方?墳60m)がつくられる。その後は琴柱形石製品や

などが知られるものの、鍬形石などが出土した上神大将塚古墳(円墳30m)・大谷大将塚古墳(前方後丹墳50m)

大形の前方後円墳が継続しでつくられることはない。また前期の小規模な方墳が宮ノ下遺跡で確認されている。

古墳時代後期には四王寺山据部や久米ヶ原丘陵上に古墳群がつくられる O

奈良時代には、当遺跡の北関の久米ヶ原丘陵末端部に伯誉回庁跡(18)・伯番国分寺跡(17)・国分尼寺跡に転

用されたと推定される法華寺畑遺跡(15)が近接して置かれる。また、当選跡の北西約1.5kmには盟庁に付属す

-2-



る官街跡、と考えられる不入間遺跡(8 )が存在する O 北に{立置する

四王寺山(標高171m)山頂には新提海賊調伏のため建立された四

王寺跡、が所在し、奈良・平安時代伯誉回の政治・文化の中心となる。

当遺跡の南西約150mの位置にある河原毛田遺勝では東西方向に延

びる平行する溝が確認されている。 i~年間の心々距離は15mで、西側

に延長すると国庁南側を通り、古代山陰道の可能性が考えられてい

る。この時期の集落は国分寺北遺跡(16)・向野遺跡(5・6)・

塚遺勝・鵠ノ掛遺跡 (27)・矢戸遺跡、 (25・26)などが知られてい

るO 国分寺北遺跡は規格性のある建物配置とほ画薄からなり国庁に

関連する施設の可能性がある o rl旬野遺跡では9世紀後半まで竪穴式

住居が営まれている事が確認されている O この時期の壊墓は調査例

がほとんど無いため明らかでないが、倉吉市北側の向山正段上に立

る長谷遺跡、で横穴式石案を模した石榔内に土師器蔵骨器2個を

合葬した火葬墓が説査されている O

宮ノド遺跡、・掛塚遺跡では11~ 131止紀の遺物が出土しているが、

としてはピット群・土擦が主で、ある O 打塚遺跡 (11)では12世

紀の墳丘を持つ墳墓が発掘調査されている O 今含遺跡 (28)では14

~16世紀の掘立柱建物群が検出されている O

E 調査の概要

現在使用している農道が発掘調査範rmを2ケ所で横断していたた

め、 を3つに分け、南西からA地区・ B地註 .C地i玄と11乎ぶ

ことにしfこO

調査区内の基本的層序は、 A地区からC地区にかけて沖積地から

丘綾末端へ地形が変化するのを反映して各地症で異なる o A地区で

は(第4~I参照)上から水出耕作土・ I 褐黒色土. II灰黒色土 .N

黒灰邑砂 .v黒色二t.VI黒灰色Iおよび灰白色粘質土である O 田灰

黒色土は 1号段状遺構理土である O 厳密で、はないがI層は近現代の

遺物を含みE層は吉墳時代から中世の遺物を含む。 N層は主に

に平安時代の造物を含む。 V層はA地区の街西側にのみ存在し、そ

はN層により浸蝕されている O れ1)留はA地区南側調査区i怒に

組長く存在し、平安時代以降国JffJlIの氾濫により堆積したものと考

えられる。 VI層は無造物層である o V層の上面 (A地区上層)とそ

の下のVI層上回 (A地区下層)で遺構検出を行った。

B 地区にはV層がなく、遺構検出はVI程上面で、行った。

C 地症は、現耕作土下に厚さO.4~ 1 mの黒色土(クロボ、ク)が

存在し、遺構検出はその下の暗掲包土及びホーキ層上国で、行った。
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第3鴎 下能回遺跡遺構全体区i
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第61窺 1・2・4・6号土壊遺構図

1 .遺構
調査により確認した遺構を諦査豆ごとに述べる O 各地区とも湧71<が激しく、毎日冠水するような状況であった

ため、断面の観察が行えなかったものも多々あり、遺構の切り合い、埋土の状況など明らかでないものも多いo

A地区下層検出の遺構

5号土壊 A地区中央で検出。不整な líl得丸長方形のご仁城で、東西3.5m、南北2.7m、深さはO.3~O.5m。底面は平

5 



らだが南が低い。土師器・須恵器・軒平瓦(国分寺分類651型式)が出土している O

6号土壌 A地区中央、 5号土壕の1.2m西で、検出。 1号溝.P 1と切り合うが新!日は未確認である。等高殺に

直交する向きに長軸をとる措円形で、長車dJ1.6m、短軸は1.2m、深さはO.lm。遺物は していない。

1号溝 A地区南西端から北東方向にほぼ直線的に延びる o 4号土綴.5号土機.6号土機.2号溝と切り合う O

検出面の違いから4号土糠の方が新しい。他については未確認である。方位はN-580-Eで、ほほ等高線に沿

うo .長さは26.7m、幅は0.5m、深さはO.lm。南西がわずかに高く、端々のレベル差は北側上端でO.lm、底面で

0.2m。遺物は出土していない。

2号溝 A地区の中央で検出。南端は l号溝と切り合い、北は調査iま外に延びるO 方位はN-6 0 長さ4.1

mを確認。 111高は2.0-0.8m、深さは0.1-0.2m。北側が高く、底面のレベル差はO.lmo 遺物は していない。

3号溝 A地区の北東端で検出。北に緩やかに曲がる O 長さ3.3mを確認したが、読査区際断面にわずかに痕跡

がみられ、調査区外に延びると考えられる。方位はN-58
0

-Eo 1隔は0.5m、深さはO.lm。底面はわずかに北

東が高い。

6号溝 A地区北東で検出。東北東から東に曲がり調査区外に延びる。長さ6.5mを確認した。幅は2.2-3.0mo

折れ曲がる部分で底面に段差を持ち、浅い渡側は深さ0.2-0.3m、東側で0.5mo 苦内から図化した21・22の他、

弥生土器・土師器・須恵器・瓦が出土している O

A地底上層検出の遺構

1号箱式石棺墓 A地区の南側で検出した。南側は7 に切られる。北側は試掘調査時のサブトレンチのた

め未確認で、長さ1.5mを確認した。サブトレンチ北側断面では石措掘り方はなく、ほほサブトレンチ内で北端

となると考えられる。方位はN-5 0 掘り方の幅は0.58mo東側のみ2段掘りになる。棺の内法はl隔0.26

mo棺には板石を用い、葉は 1枚、側壁東側は3枚、西側iはl枚が残る O 後佐の撹乱のため両側の側壁とも東に

傾いている。商側の側壁の下にはやや丸みをおびた石がかませである。 i35さ0.15-0.25mで、南側が低いが、棺内

には赤色塗彩のある王子安時代土師器片を含む土が流入しており、床面もある程度失われていると考えられる。

1号段状遺構 I号箱式石棺墓から2.0m西に位置する O 北は3号・ 4号土駿に切られる。南は後世に斜面とな

り、長さ1.5m確認している O ほほ南北の方位をとる O サブトレンチ断面図(第7図)の 7-11層が埋土と考え
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i ~十一一二F4L」L一二y一一~ーブ一了
! 一一一一一一一一一一一一一一ン〆
し一一一一一←ー/

一一ーーー-c

3 

b 21.2m - 一一一一一-b' 

c======:::li( 1 : 40) 

第7関 l号段状遺構造構罰

-6-



られる O 段の上下でO.36mの差があるot皇土からは弥生土器、土締器、須恵器長頚査などが出土している O

1号土壌 上題検出面のなかではもっとも東に位置する。かなり丸みのある隅丸方形で 1辺O.9m。底面は東側

が一段低く O.5m~O.7mo底面からO.3m上で、河原石が3個出土した。埋土から瓦質土器鍋 1・土締器鍋2・紡

山O守 ~G

J 
f 

¥ 
/ 

話ト

........c:: 

昇、

7廿土壌

決ト

E
O
e
F
N
 

ト

21.0m 

/ 

/ 

o 50cm 

i==I::=====:::l1 (1 : 20) 
第8図 l号箱式石棺墓遺構罰
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九一一「

f 22.5m 
一 一

~ 

22.5m 
c-一一一

b竺竺一一-b' 

一ーにr-

22.5m 
zーー一 ー一-g

一司山由"'-一一一

22.5m 
c-司司司-ーー ， 偏自由ーー一ー同町司 C

\~ 

d竺5m _ d' 

一柏町田向、-'一一司

一一一-e

一~一一\(\ーーー~ー/

o 5m 

第10図 BJIT.援遺構断Tfiilヌl

3カ{{jj二i二している。

1(1 : 100) 

2号土壌 A地区の南西端で検出。やや南北に長い円形で、

直筏は約1.3mo 深さはO.8mで、底面は平らである O 埋二上は

ム 大きく上下に分かれ、上層(第 6 国 1~3 層)は比較的し
ゑ

もまっており多くの造物を含む。下層は (4・5層)は軟弱

一。
ψ;1-'/ 
キ/

で未分解の植物質を多く含む。 Iて!習は関口fI寺のI邸主土で、

は組め土と考えられ、ある程度の期間関口したままで

あったことが推察される。調査11寺にも底留から湧水があり、

井戸の可能性が高い。上層の出土造物はi型化した土師器lITl

4 ・ 5 ・ 6 、鍋 7 ・ 8 ・ 9 のほか、ノj、片だ、が土 ßffî器釧~ 2固

り石がある。これらはほぼ同一層位で、出土し、

廃絶後の一括廃棄造物と考えられる。

3号土讃 A地区の雨1/3 4 に切られ

るO サブトレンチなどで不確かだ、が、方{立をほ

にとる巨大な方形の土域と考えられる O 今回の調査で

北約 5m、東西約 6mを確認した。深さはO.6m。造物は

からこU{ffi器i不11、j宛13が、 仁j奇からごj二nm器Jf10・12、
ム

込翠14が出土している。その地上 F層とも弥生土器土11市
-須恵器・瓦が出土している。

4号土壌 3号土墳の南端に位援する c 3号ゴ二機.1号段

を切る O 査なr;/Ji:JL長方形で、東西2.3m、南北2.0m、

深さO.7mo 中祉の土師器鍋、須恵器警などの小片が出土

した。

。 1Om
1(1 : 200) 

第91ヌIB地区全体密|
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21.5m 

ーし一一一ノー

第111~J 9号土駿j立構図

7号土壊 1号箱式石桔墓の南側を切る O サ

ブトレンチなどで不確かだが、ほ

をもっ楕円形で荷北1.2m、東西1.1m、深さ

0.5m。弥生j二器小片が/:1¥.::l二している O

B地区検出の遺構

8号土壊 B地区の南 1/3の位置で検出。

は調査IR外へ延びる O 検出したrjr日は北

9 -~]-=L:草Illi .-デ司¥ I 
<ô~善~
告。@@ @ 、/(\)~\\ " 
。
。o

@ 

o 10m 
111 主治)

22.0m 
白山由ーーーーーーーー-a

一¥J
一一一一、一一~

第四区I C地区全体I~J

品

ノ

¥% 

東~南西で5.0mo 北西から調査区!控に向けて深くなり、深さは0.2~0.4mo 検出プラン、底面の形状から長剥!

0.8~ 1 m程度の格円形のご!こ墳が接し合い形成されている O その小土綴は南北に速なるように観察され、小土駿

が連なる 4条のi非が重:なっているとも考えられる O 古墳時代から平安時代の土師器が出土している O

4号溝 B:l1l!.1乏の南端で検{JJ，0 検出国の観察では5号講を切る O 方位はN-580-W。南は調査区外に延びる。

今回の訴i査で、は講北端部5.0mをTI'{j;認した。南へいくにしたがい幅広く、深くなるo5号潜と切り合うあたりで

9m、深さ0.2mo4 号潜も直接0.5~0.6mの土墳が設し合い講を形成している O 出土造物はない。

5号溝 Bit!LIRl菊名古で検出。 4号潜に切られる O 方位はN-53
0

-Eで、西は調査区外へ延び、る O 今自の調査で

は長さ6.6m をTífli認。 rjr日は0.4~0.6m 、 j奈さは南西に rí:í]けやや低くなり、 0.1 ~0.2mo 南西際で0.1mほど深くな

る部分がある O 出土遺物はない。

7号溝 B地i玄関端で検出。大半が調査区外になる O 方位はN-190-Eで、ほ

側半分が古く、凶叙Ijが深く新しい。 rjrli¥は新段階が約0.6m、i奈さは、東側が0.2m、

し、。

じ方向で2条が重なる O 東

が0.6m。出こ!こj立物はな

8号溝 Bl血症の北1/3 O 西側は調査段外に延び、東側は2号段状造識に切られる。 の調査

では5.6mを確認。方位はN-89
0

-Eorjr話は0.3~0.4m、深さは0.1mo 出土i立物はない。

2号段状遺構 B地区の北東で検出。 8号講を切るoJt高主主0.1~0.2mの段がやや蛇行しながら 15.5m続く。北

はさらに龍査区外に延びる。調査院際の北京へrlaがる部分に深さ数cmの治:が段の下端に沿って延びる O

に伴つての はない。

C地区検出の遺構

9号土讃 C 中央で検出。東j立が若干短い方形で、南北1.1~ 1. 2m、東西1.2m。底面は王子らで、深さは0.2

mo :t里土は地山ブロック混じりの黒色土で、 9・20が出オこしている O

-9-



9・10号溝 C地区の東側で検出。両者とも調査区外へ延びるO 方向は9号ifii.がN-410-E、10号i'fll'がN-38。

-EであるO 両者とも断面形は逆台形で、深さは9号溝がO.3m、10号溝が0.1~O.2m。方向が 4
0

違うものの、

10号溝はほとんどが調査区外で、正確な数値とはいい難く、 2条の平行した潜と考える事もできる O 間隔は心々

4.3m。道路宮!IJ溝の可能性もあるが、溝間で硬化面等は確認できなかった。 9号潜から土師器高台1':1杯23のほか

土師器よ不(糸切り底のものも含む)・議、須恵器警が出土している。

2 .遺物

今回の発揖調査では試掘調査分も含め合計26コンテナの遺物が出::tした。弥生土器、古墳時代から中世にいた

る土師器、須恵器、瓦質土器、瓦、報羽仁i、峰、碍、石製品などがある O これらの内の大半が包含層出土のもの

で、主に遺構出土のものを回化した。

l号土土産 瓦質土器鍋(1 ) 口縁音15は受け口状で、端部はわずかに内領する面をもっ。口縁部内側の稜は鋭い。

内外面ナデ諮整。観質だがいぶし具合が甘く、ほとんどの部分が土師質である。外面煤付着。口径は32.7cmo

土部器錦 (2 ) 器壁は薄く、口縁部は直線的に開く。口縁部はヨコ方向のハケメ、体部は内頭ヨコ方向のハケ

メ、外出タテ方向のハケメ。外面煤付着。口径は33.4cm

紡錘主主(3 ) 土締器護(琵)体部片を転用する O 両面苦手孔。 とも器頭剥高l~著しし、。誼径5.0cm、!享さ O.4~0.6

cm、反さ11.4go

2号土蹟 土師器盟 (4・5・6) 口径の大きいもの(4 )、小さいもの(5・6)がある。 4は口縁部がわず

かに内湾し、端部は若干の留をなす。底部内田中央は強いナデで田む。日縁部のみヨコナデ。底部外面は未調整

に近く、粘土紐痕跡を残す。底部外面にヘラを差し込んだような段差がみられるが、砂粒の動きは観察されない

ため、底部切り離しの痕捗ではないと考える。口縁部に油煙が残る o 5はてづくね成形で、口縁部は一段のヨコ

ナデ。口縁端部外国を面取りし、断面三角形になる o 6は底部外面回転糸切り O 小片のため断言は難しいが、外

に赤色顔料が塗彩されている可能性がある O 口径は4が13.0cm、5が7.4cm。遺存度はヰが1/3、5は完存、

6は1/40 4は明掲邑で5・6は淡褐白色。

土師器錦(7・ 8・9) 仁I縁部は外へ藍校、的に開き、底部はやや丸みをもっ。内外面ともハケメ調整。 7

高が高く、体部と底部の境があいまいなため議とするべきかもしれないが、調整・壊成などが他と同じため鍋と

して一括した。いずれも外面煤の付着が著しい。口径は7が33.2cm、8が33.6cm、9が33.8cm。器高は8が14.5

cmo 

3号土壊 土闘器坪(10・11・12) 赤色顔料を塗彩し底部周辺部のみヘラ切りの10・11と、底部回転糸切りの12

がある o 10は口縁部のナデが瞬、旋状である o 11の底部外面に「東jの謹書二がある O 口径は10が11.9cm、11が12.0

cm、器高は10が4.5α1、11は4.0cmo12は造存髭 1/40 10・12は上層、 11は下層の出土であるO

土師器境 (13) 広く平坦な底部から体部は内湾しながら立ち上がり、口縁端部は丸い。底部外面はヘラ切り後

ナデ。体部破片が少なく、国上復元である O 口怪16.1cm、底径1O.3cm、器高6.2cmo ド層出土。

土都器聾 (14) 口縁部は妓く外反する O 口縁部ヨコナデ、休部内閣はヘラケズリ。外語煤付着。口径19.3cm。

5号土機 土師器小型丸底壷(15) 口径が最大)J関経を上回る。口縁部は直線的にのびる二重口縁で、体部は浅

い。口縁部内外国ヨコナデ、休部から底部外面はヨコ方向のハケメ、内面はヨコ方向のヘラケズ1)0 口径10.6cm、

最大)JI司径9.2cm。

土師器坪 (16) 底部は平らで、口縁部は直線的に外へ開く O 口縁部ヨコナデ。底部外国は周辺部のみヘラ切り

後ナデ。底部内面に焼成後格子状の線刻を施す。内外語赤色顔料塗彩。口径12.0cm、器高4.0cmo

須恵器珂 (17) 受け部は水平で、立ち上がりは内傾するが、比較的高い。端部は丸くおさめる。底部外面は回

10 
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転へラケズリ。口径は11.Oc日1。遺存度 1/50

須恵器水瓶 (18) 最大11河径位が低く、肩の張らない制部で、 はわずかに内傾しながらのびる。頚部内面に

は絞り日がある O 最大胴径17.8cm。

9号土墳 土師器部 (19・20) 底部は平起で口稼部は外反気味に外へ聞く。底部外面は周辺部ヘラ切り後ナデ。

赤色顔料捻彩。 19は内閣に油樺残る O 口径は19が12.2cm、20は12.0cm。器高は19が4.0cm、20が3.7cmo

6号。溝 土師器高台付珂 (21・22) 21は貼付けの、 22(土中実の柱状高台気味の高台をもっ。 21は底部回転糸切

り後外へ開く高台を付ける。 22の体部は内湾し口縁部はわず、かに外反する O 高台底部は回転糸切り o 21は高台径

6.0cmo 22は口径1O.2cm、高台筏5.0cm、器高4.6cmo 21・22ともi対話白色。

9号満 土師器高台付部 (23) 底端部内側に低い高台を日11市ゐける。高台は!享く、端部は丸みをもっO 高台の内

側を除き赤色顔料塗彩。高台径7.6cmo

遺構外 国化したもののうち、 25がC地区出土で、その地はすべてA地区出土である。

土師器血 (24・25) 24は平躍な底部から口縁部が短く立ち上がる O 底部内面は中央が盛り上がる。底部外国は

回転ヘラ切り o 25は浅く開く illlに、比較的高く外へ開く高台が付く O ロクロナデ。Jlll底部外国を回転糸切

りした後高台を鮎り付ける。口径は24が7.7cm、25が8.9cm、

25の高台径は5.7cm。

は24が1.6cm、25が2.9cmo 24の底授は5.8cm。

土部器部 (26) 口縁音[1は短く外反し、

顔料塗彩。

は丸い。器控はやや厚い。外国に の墨書:あり O 内外部赤色

土師器鉢 (27) 台部は外へ聞き、休部は直線的に外上方へのびる。仁i縁端部は面をなす。 休部外面はタテ方向

の、内面はヨコ方向からナナメ方向のハケメ。内外ではハケメ原体が異なる。胎土は粗く、 1悶大の砂粒を多量

に含む。外面口縁部以下休部1/2の範囲が非常に器国荒れている O 選存度1/8、口径は12cmに復元される。

鮪錘車 (28) 弥生土器翠(壷)体部を転用。外留には波状文を施す。内面はハケメ O 雨面穿子し。直径約 5cm、

重量17.7g。一部欠損する。

錨製品 (29) 薄い板状で、 は尖る。もう一端はパチ状に開く。 から面lTJ(りが施される。 fllの

字状に曲がっている O 長さ12.5cm、最大Ijlllil.1cm、重量:7.0go

s[， :;!L瓦は67)十15.6kg、平瓦は240片47.2kg出土している。このうちには軒瓦も含まれ、型式の判別する物は全

てイ白書国分寺出土のものと向型である O 内訳は軒丸瓦が615型式3点、 620型式2点、 632型式1点、 645型式 l点、

軒王子瓦が651現式 l点、 665型式2点、 675型式3点、 685型式1点、 690型式1点、で、ある O

塔・碍 士事と考えられる厚手の破片が5点出土した。全形が分かるものはないが、専さが分かるものでは6.0cm

と 8.6cmのものがある。また1î\IJ と考えられる平坦な加工面をもっ石が 3 点出土.した。埠・Jî\I~は遺存する面に炭化

物が付着した痕跡がある O

図化した遺物のうち、時期が最も古いのはがJ錘車28で、内面ハケメ調整のため弥生時代中期と考えられる。次

は5号土積出土の小型丸底壷15・須恵器坪17の吉墳時代の造物である o 15はくずれのない二重口縁で、ヘラケズ

リの位置も高く、古墳時代前期と考えられる。げは底部が浅いものの立ち上がりは比較的高く古墳時代後期(陰
，:Ui ;:1:3) 

!万4期、 TK43) と考えられる O

赤色塗彩のある土師器杯10・11・16・19・20・23は、 jま径が小さく、仁!縁部は大きく外に開く。底部外国はヘ

ラ切り後の課撃が雑で、 1EI者団庁編年第2段階SD33からSK05に比定される O 二i二師器地13はあまり出土開のない

器形だが、底部外商はヘラ切り後ナデ調整で平らなもののへラ切りの痕跡を残すため、毘庁編年第2段階のもの
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第14~ 11¥土造物鴎2

であると考えられる。

6 号i梓出土の土師器杯22は底部が柱状高台気味に発達するもので、 11~12世紀と考えられる o 2号土1債のてづ

くね皿4・5、糸切りJill6、土師器鍋7・8・9は土綴鹿絶後の一括廃棄遺物と考えられる O てづくね血5は底

部と口縁部の境が明瞭ではない。 は底部が丸く、土壌内から出土したのは土師器鍋のみで、瓦器鍋を含

まないことなどからお世紀と考えられる o 1号土墳の鍋 1は受け口;伏の口縁部の屈曲が明瞭で端部も鋭く、 13・

14世紀のものと考えられる。

1 )佐藤 熊治他討/'1誉回分11:跡発f!i1fi11村王将il~T :l!}: 1 ;;~ -tr rtJ"教育委員会 1971 

2 )彩、本 )J引也

3) El:l辺/lB三

米子fIT教育委長会 1984 

f司JlI芯)，t; 1981 

4 )巽 j字 -f~11偽 r 11~1主主国庁防:発掘調査私射殺( 5 ・ 6 次 ;;!!~fHj教育委員会 1979 
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N まとめ

発掘調査によって土壌 9 基、議10条などを確認し、弥生時代から ~fJI廷に至る多種の遺物が出土した。各遺構の

を中心に整理し、まとめとしたい。

弥生時代 確実に弥生時代といえる していないが、紡錘率28をはじめ包含層出土遺

量の弥生時代中期の造物があり、 f;!iJ辺には遺構が存在すると考えられる。

吉墳時代 I号結式石棺墓は棺の内法が11lffi26cmと小型のものである O 西側側壁石の下に石がかませであるなど

通常みられる石棺墓とはややっくり方が異なる点もある o 1 号箱式石桔墓は周辺の:JJ~乱により確実ではないが、

2.0m習にある 1号段状遺構の段ドにつくられていると考えることができ、 1号段状遺構を古墳周溝震とする古

壊の周溝内埋葬施設である可能性が高いo 1号段状造機は他遺構に切られ、確認した長さが短いが、ほほ誼i法的

に延びているため、方墳の可能性がある O 時期は、決め手となる出土造物を欠くが、墳丘もしくは墳丘下となる

V層(第4関断面図参照)上!脅から 61世紀代の土師器が出土しておりそれ以降と考えるが、!母辺からは古墳時代

の造物もわずかながら

の遺構である。

しており、検討を要する o 1号潜はV腐の下から検出したもので、古墳築造以前

13 



歴史時代以降 9世紀後半の確実な遺構としては9号土壌がある。 3号土墳・ 5号土墳は他時期の遺物も出土

したが、出土層位などから混入と考えられ、遺構の時期は同じく 9世紀後半と考えられる。 7号土墳は 1号箱式

石棺南端を壊している。その際に流れ込んだと考えられる石棺内の流入土から平安時代(9世紀代)の土師器片

が出土している o 9号・ 10号溝はほぼ並行する溝で、開化した23のほか糸切り底の土師器杯も含み、 9世紀後半

以降ある程度の存続期間があったものと考えられる。

当遺跡は闇分寺跡の南東150m、法華寺畑遺跡の南300m、山陰道の可能性がある河原毛田遺跡から北に150m

と奈良・平安時代の重要な遺跡に固まれ、国府に関連する遺構が所在しでもおかしくない位置である。しかし、

顕著な遺構は確認していない。正方伎をとる遺構は南北に延びる 2号溝、東西に延びる 8号溝があり、何らかの

区簡を示す可能性はあるが、出土遺物もなく、また周辺の遺跡からの距離も完数ではない。今国の調査地の南東

端で国府JlIの氾i監により堆積したと考えられる黒灰色砂 (N層)を確認した。砂層の下層には9世紀後半の遺物

を多く含み、当遺跡は平安時代には安全で、安定した土地ではなかったことを示す。同様に平野地に立地する河

原毛田遺跡は丘陵上とほぼ向様の層位で、全く立地条件が異なっている。国府JlIの流路、国庁 .00分寺・法華寺

畑遺跡のある丘陵に東から西へ入り込む小規模な谷などによって、臨府域の王子野地の|白地形は均一なものではな

いことが明らかになった。

11世紀代には6号溝が、 13・14世紀には2号土墳・ 1号土壊がつくられる o 2号.1号土撲は井戸の可能性が

あり、今国の調査地が集落の縁辺部であることを示す。 4号土墳からも薄手で内外面ハケメ調整の著しい土蹄器

鍋破片が出土しており、 12・13世紀と考えられる。いずれも今留の調査区南側で確認した遺構である。狭い調査

範囲内ではあるが、時期を経るにしたがい遺構が溝から井戸へと変わり、国府JlIの氾i監以i年ある程度の時間をお

いて集落へと変化していった様子がうかがわれる。

調査によって明らかになった点を時代}II買に述べた。 時期・性格の決め手を欠く溝などの遺構もあり、また、天

暦2 (948)年に焼失した以後の伯者国分寺跡と中世の集落との関係、周辺の水田に痕跡、を残す条皇制の具体的

な様相など残された問題は多いが、今後の調査・研究の進展に期待したい。
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所収遺跡名 種別 主なH幸代:主な遺構 主な造物 特記 項

古墳:箱式石棺募1基 瓦、弥生土器、土締器、墨書 131止紀代の井戸と考えられるこ上墳

下前回遺跡 集落 古墳~中世:i持10条 土器、須恵器、陶磁器、輸羽 を検出。中世集落の縁辺部と考え
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